















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































15…… 首里から国王の奉行がやって来て アダムズらが必要 ものを与え 旨を伝えた。奉行らに贈物をする。
ウィリアム・アダムスの肖像。 W i l l i a m 
Adams, the Pilot-Major of Gillingham Who 


















の間でけんかさわぎが起 、双方武器をとって果し合い寸前まで行き、首里の役人が調停の労をとり、ようや 解決 ると った事件もあった。
アダムズは、うつうつとして日を送っていた。排水用のポンプは

















































































































































































































































































と見られたので、役人らは早々に出帆してもらいたいようだった。そこでブロートン艦長は、島 人びとから受けた好意にたいする感謝のしるしとして、望遠鏡一箇 帆船の絵、国籍と渡来した日時 し したメモ（英文 な を たえ、出帆することにした。
プロヴィデンス号が那覇に滞泊したの 、一七九七年七月十日からまる二日間にすぎなか 。同艦は七月十二日の午後四時半ごろ、那覇を出
帆した。
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utzlaff: Journal of three voyages along the coast of C

































船長ロ・インガソル）がやって来、岸から一マイルほどの地点に投錨した。広東に拠点をおくアメリカのオリファント商会（一八二八年に設立）は、マカオのギュッラフのもとに身を寄せて る日本漂流民七名（岩吉 久吉、音吉、庄蔵、寿三郎、熊太郎、力松）を日本に送還すること よって、日本との通商貿易の糸口をつかもうとした。ギュッラフだけは、折からマカオにやって来た一本マストのイギ ス軍艦ローレィ号に乗り、那覇に赴き そこで日本漂流民と落ち合うことになった。
オリファント商会が用意したモリソン号は、一八三七年七月三日（天保八・六・一）の夕方
―


























































































ビーチィ艦長に話したものと酷似していたので、ウィリアムズ師らは、そのことを愉快に思った。そ 後、安仁屋は中国語で相手と会話ができることがわかると、 「英球語彙集」にたよらなくなった。師の印象では、安仁屋は学んだ英語の大半を忘れてしま ているようだった。
やがて酒や菓子がふるまわれた。上級役人のひとりがモリソン号の大
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基底における城壁の厚さ……………………六～一二歩頂上における城壁の厚さ…… 一二フィート斜面に沿うて測量せ 外 最高所 六六フィート内側の城壁の高さ………………… 一二フィート外壁の傾 角度……… 六〇度
注・
N
arrative of the E











































































































































































れるのであるが、江戸から幕府の全権が下向するまで三ヵ月長崎に滞在をよぎなくされた。その間を利用して、琉球を訪問するのであるが、一八五四年二月六日（ロシア暦の一月二十四日）長崎を出帆し、同 十三日那覇 訪れた。那覇には九日 滞在し、二十一日旗艦パルラダ号は、オリヴーツァ号、メンシコフ号をともない抜錨すると、マニラにむかい、四月二十日（ロシア暦四月七日）三たび長崎を訪れた。
旗艦パルラダ号には、プチャーチン提督のために航海記録をつくる秘書として作家のゴンチャロフ（一八一二～九一）が乗っていた。かれはは
じめて見た琉球の島を文字にするのだが、かれの眼に写ったこの島の印象は 帯状をなして水平線沿いにつづく大地といったものであった。丘はいろいろな色のはぎ合わせ細工 り、その頂にはむつまじく、 んもり茂るヒマラヤ杉がみられた。
那覇に投錨して一時間後、ゴンチャロフとその仲間は、泊に上陸すると、小道を歩いていた。先へ進むにつれて道がわからなくなり、ゴンチャ
ロフは住民の一人に、英語で「この道を行くと、どこです 」とたずねた。が、相手はわからぬという合図 した。道は山へさしかかり、首都（首里）へむかっていた。守礼の門を通り抜け、街路にいたると、石垣のむこうに赤い瓦の屋根がみえた。
城をぐるりと迂回し、山をおり、にぎやかな商店街に出、いくつかの通りや横町をのぞいたのち、大きな道に出、帰路についた。パルラダ号にもどると、ひげ 生やした老人が二人、土産をもって安着 祝いをいいに来 していた。かれらにお茶がふるまわれ 人は中















ついてつぎつぎと質問をうけた。ゴンチャロフによると、ベッテルハイムは英語とドイツ語 フランス語を話し 。が、フランス語は拙劣であったという。またゴンチャロフの仲間がベッテルハイムの評判を聞い ところ、 「一人が英語で宣教師のこ を、“
B
ad m
an, very bad m
an! ” （悪い
奴だ、 ても悪い奴だ） いった」というから、この言葉 発言者は通事の板良敷であったものか。


















































































































































































































































































































































にしたために 翌年全学ストライキにまで発展した。とう う双方のあ だに折中案ができて、英語を随意科にするというところでけりがついた。
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明治三十三年（一九〇〇）六月…………沖縄県師範学校内に「私立沖縄高等女学校」 （三年制の高女、県立第一高等女学校の前身） 。明治三十六年（一九〇三）四月…… 私立 高等女 は「沖縄県立高等女学校」 （四年制、四学級）となる（明治
41・
4） 。
明治三十八年（一九〇五） 月…… 私立那覇女子技芸学校（のち 県 第二 となる）の設立。明治四十四年（一九 一）四月…… 沖縄県 第二中学校の設立。大正九年
　　










































明治三十五年（一九〇二）四月 甲種学校。明治三十七年（一九〇四）八月…… 糸満村立水産補修学校の創設。 ち「糸満村立水産学校」 （明治
38・
3） 、 「沖縄県立水産学校」 （明治
43）と改称。















































































































じまったことを島民 伝えた。戦況は緒戦においてこそ有利に展開したが、資材の欠乏、兵器の劣悪などにより、劣勢にむかった。戦局の悪化は沖縄の運命にも重大な影響をあ えた。沖縄は決戦体制下に入り、戦争末期には師範学校・中学校・実業学校・国民学校（小学校）の上級生まで勤労奉仕にかりだされ、地上戦にそな て陣地や飛行場や道路の建設 食糧増産や土はこび、材木の運搬に動員された。
日清戦争（明治二十七年［一八九四］～同二十八年［一八九五］ ）と日露戦争（明治三十七年［一九〇四］～同三十八年［一九〇五］ ）に勝利を












主旨は 現下の時勢は日本精神の発揚（ふるい起こすこと や日本文化 創造に注意しているのであるから、国民生活における英語 教育的価値の観点から 中等学校における英語を全廃せよ、といった提言であった。
中等学校で英語を学んでも、卒業後英語をじっさいの生活において役立てている者はない、という。英語をじっさい役立てている者は、英文タ

























































































































































戦後の沖縄の教育課程にお て英語はどのように取りあ かわ のであろうか。沖縄文教部は、昭和二十一年（一九四六）二月、文教時報第一号を出し、英語を初等学校（小学校）から必修にした。
第一学年～第四学年まで…………一単位第五学年～第六学年まで…… 二単位第七学年と第八学年………… 三単位



























































十三万ドルを投じてつくった施設である。同センターを作った目的は、中 高の英語教員 研修、琉球政府職員や一般社会人、基地ではたらく者たちのための講座を開くことであり、さらに に留 する者たちに適応指導をおこなうためであった。
沖縄住民は長いあいだ高等教育機関である大 をもつことを夢み そ 悲願を達成し、 「琉球大学」の設立をみた。が、こ は官立のものであ
った。やがて私立の短大、大学などを望む世論も高まり、昭和三十年代から同四十年代にかけて、つぎのような学校が設立された。
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一〇）八月、 「沖縄図書館」が開館し、歴代の館長によって郷土文献の蒐集がおこなわれ 太平洋戦争がはじまる前、その数は三万点 った。郷土文献のうち最も貴重なも は、 大トランク八個に詰めて、源河山を中心に散在疎開することになり、源河部落と稲嶺部落内の大きな家に分散したが、空襲によりことごとく灰じんに帰したという（城間朝教「沖縄図書館の最後と復興」 （ 『琉球』第七号所収、昭和三十三年一月） 。
琉球における英学発達小史
（
86
）
14
1
屋良座城
辻原墓地
臨海寺
那覇里主館
護国寺
聖現寺
泊高橋 泊
村
外国人墓地
西
フローレンス艦長が
「小要塞」と呼んだ
ところ。現存しない。
ペリー提督らを
招待したところ。
現存しない。
バジル・ホール艦長
らの送別会が催された寺。
またギュツラフ師らが
案内された寺。現存しない。
宣教師ベッテルハイム夫妻の居住地
現存するが当時のものではない。
英水夫ウィリアム・ヘアズの埋葬地。
ペリー艦隊の乗組員も同墓地に葬られた。
北
東
南
クリフォード少佐が写生した
“泊高虹”のこと。もと木橋，
尚貞 32 年（1700）石造アーチ橋に
改修したが，現存しない。
学校所（公館）
（村の学校と役所を
かねたもの）。
現存しない。
俗称「天久之寺」。現存するが当時のもので
はない。
フランス人宣教師フェレとフルリの居住地。
またペリー艦隊用の宿泊所。
あ め く
はし
???
明治初年の 那覇 の地図に筆者が手を加えたもの。
